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いっぱん質問

災
害
安
全
網
の
両
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は

総
務
課
長

　

要
援
護
者
管
理
シ
ス
テ
ム
は

　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
関

す
る
台
帳
の
検
索
、地
図
上

か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
の

検
索
・
抽
出
を
行
う
シ
ス
テ

ム
で「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
被
災

状
況
の
把
握
が
可
能
と
な

る
。

　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は

　

住
民
基
本
台
帳
を
基
盤
に

し
て「
被
災
者
台
帳
」、「
被

災
者
家
屋
台
帳
」の
２
つ
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、被
災
者

の
状
況
や
家
屋
被
害
状
況
を

記
録
、更
新
す
る
。

　

両
シ
ス
テ
ム
を
連
携
す
る

こ
と
で
、避
難
行
動
要
支
援

者
を
含
む
被
災
状
況
の
把
握

が
速
や
か
に
ま
た
安
全
に
行

え
る
。

  

災
害
時
に
お
い
て
は
、有

効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、

シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ
て

は
、　

今
後
先
進
事
例
等
の

状
況
も
把
握
し
な
が
ら
、研

究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｔ
能
力
の
あ
る
職

員
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　

導
入
費
用
も
20
万
～

50
万
円
で
あ
り
初
期
投

資
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
高
額
と
な
ら
な

い
。

　

導
入
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

問 「
要
援
護
者
管
理
」・「
被
災
者
支
援
」両
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

有
効
だ
と
は
思
う
が
、研
究
を
重
ね
て
い
く

問
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

①
町
管
理
灯
本
数

　
（
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
本
数
）

②
電
気
代
の
設
定
方
法

　

蛍
光
灯
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
比
較

③
環
境
省
の
「
地
域
に
お
け

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
促
進

事
業
」の
活
用
は

産
業
建
設
部
長

 

①
町
管
理
本
数

　
 

１
９
５
７
本
、

（
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ　

６
６
５
本
）

 
②
蛍
光
灯　

３
０
０
円

　

 
Ｌ
Ｅ
Ｄ　

１
５
０
円

電
気
代
負
担
は
、

大
字
負
担　

１
０
８
０
本

町
負
担　
　
　

８
７
７
本

　

こ
れ
ま
で
も
防
犯
灯
の
新

設
時
や
既
設
灯
具
の
更
新

時
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
し
て

い
る
、今
後
も
同
様
の
方

法
で
拡
充
を
努
め
ま
す
。

③
昨
年
度
の
町
政
懇
談
会
や

女
性
会
議
で「
街
灯
が
少

な
く
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

「
街
灯
を
増
や
し
て
欲
し

い
」と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
、
今
年
度
、
現
地
調
査

を
実
施
し
、防
犯
灯
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
際
に
は
同
事
業
の
活

用
が
可
能
か
ど
う
か
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　

駅
に
通
じ
る
公
共
施

設
に
準
じ
る
も
の
は
町

負
担
と
す
る
べ
き
で
あ

り
、
最
優
先
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
て
大
字
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

安
心
・
安
全
な
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

現
地
調
査
を
実
施
、整
備
拡
充
に
努
め
る

影岡　俊範　議員


